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論文内容の要旨
一般に、学校教育が子どもたちに要請する知が、彼らの身体や経験に基づかない、脱状況化された抽象
的な知識であることから、その知のことは特に、 「学校知IJと呼ばれている。本論文では、こうした「学
校知」を教育方法学の立場から、教師が丙語を主要な蝶介としつつ、児童・生徒たちに向けて一斉に教
授(伝達)していく知識や技術の総称である、と定義した Lで、 「学校知」の効用(擁護すべき点)と限
界(問題点)を創酌しつつ、特にその問題点に焦点化して、 「学校知」を変革する視座を提示しでいくこ
とを目的とする。
まず本論文の序論にあたる第I部「学校教育における子どもの精神発達と教育的コミュニケーションj
では、第ご者の審級の形成途上にある子ども、すなわち小学校低学年~中学年の児童にとって、 「学校
知」をめぐって教師とのあいだで行われる、教師主導の授業型コミュニケーションが、言語規範への服従
能力の習得、超越的規範・価値への目覚め、といった教育的機能・価値を持つという意昧で重要な教育的
コミュニケーションとなることを明らかにした。以上は、 『学校知Jの擁護すべき点である.
これに対して、 1部-N部では、 「学校長日jを伝達することを白的とする、教師主導の授業型コミュニ
ケーションが、第三者の審級を確立した精神発達の状態にある子どもたちに対して拡張・適応されるとき
生じる問題点、とその変革の視座について論述した。
第I部「子どもの精神発達から見た『学校知』変革のアスペクトJでは、 「学校知」を変革する視座を、
主にM.ポラニーの暗黙知理論と状況的認知・学習論の立場から記述した。
第m部「子どもの精神発達における〈身体〉の教育学的主題化」では、 「学校知」によって見失われた、
教師の身体と子どもの身体、及び両者の相互身体を主題化することで、 「学校知j変革の視座を論述した。
第IV部「子どもの精神発達における〈思考一言語〉の教育学的主題化Jでは、 「学校長日Jの問題点の別
名とも言える、言語主義教育という教育趨勢のなかで、教師が子どもたちに対して言語(記号)を媒介と
する教育、例えば、社会認識、自然認識、言語認識、道徳的能力などの発達を促進する教育をどのように
組織化すればよいかについて論述した。
本論文のまとめに相当する、第V部「学習活動モデルから見た f学校知』変革の構図Jでは、 Y.エ
ンゲストロームの学習活動モデルを用いて、 「学校知』に関する理論的検討の箇所(I部・ I部)を要約
するとともに、知的分野 (ID部と、 IV部の大半)と道徳的・社会的形成の分野 (VI部の一部)の内容を批
判的に分析し、総括した。
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議文審査の結果の要旨
本論文は教青方法学の立場から、 「学校知jの効用と限界を割酌しながら、特にその問題点に焦点化し
て、 「学校知」を変革する視座を提示したものである。第 i部「学校教育における子どもの精神発達と教
育的コミュニケーションJでは、特に、第三者の審級の形成途上にある子ども(小学校低学年~中学年の
児童)にとって、 『学校知」をめぐって教師とのあいだで行われる伝達コミュニケーション(=教師主導
の授業型コミュニケーション)は、 「質問一応答一評価J(IRE構造)から成り立つこと、この授業型コミ
ュニケーシヲンは、権力を示す教師のモノローグではなくて、むしろ発達の契機となる子ども自身のモノ
ローグであること、ある特定の精神発達の状態にある子どもにとっては、 「学校知Jが擁護されるべきで
ある、などが明らかにされた。一方、その教育的コミュニケーションが、第三者の審級を確立した精神発
達の状態にある子どもたちに対して拡張・適応されるとき、問題が生じることが指摘された。ここでは
「学校知Jの問題を精神発達段階に応じて捉え直し、問題を焦点、化した点、が評価される。第H部「子ども
の精神発達から見た『学校知』変革のアスペクト」では、「学校知」を変革する視座がM.ポラニーの暗黙
知理論と状況的認知・学習諭の立場から論述された。これらの認知科学論にとって、理論構成上、最も重
要なのは、『いま=ここで」生起している状況を備成する資源としての f道具」と「他者」である。
この2つの状況的資源を含む知の形態として「日常知』と『実践知』が挙げられ、ここではその各々の
代表的な事例、例えばダイエット算数やM.ランパートの掛け算の授業実践を学校の授業実践にj，む用す
ることにより、 『学校知Jを変革する視座が明示された。第I部「子どもの精神発達における〈身体〉の
教育学的主題化Jでは、 「学校知』を変革する視座として、 『学校知」によって見失われた教師の身体と
子どもの身体、及び両者の相互身体が主題化された。第IV部『子どもの精神発達における〈思考一言語〉
の教育学的主題化j では、言葉(記号)を媒介とする教育、例えば、社会認識、自然認識、言語認識、道
徳的能力等の発達を促進する教育をどのように組織化すればよいかが論究された。第V部「学習活動モデ
ルから見た『学校知』変革の構閃Jは、本論文のまとめであるが、 Y.エンゲストロームの学習活動モ
デルおよび「主体一道具一対象→結果ールール一共同体一仕事の分割Jという 6つの構成要素から成
る図式が用いられ、 「学校知Jの矛盾が理論的に検討され総括された。 r学校知Jの矛盾とは、 6つの構
成要素のうちの、 「道具Jと f対象Jとの取り違え・逆転に基閃が求められる。 r学校知』の矛盾、特に
「対象」と「道具jの取り違え・迫転という観点を通じて、知的分野と道徳的、社会的形成の分野の内容
が批判的に分析された。ここでは「学校長日」の変革すべき方向を理論的・実践的に明らかにし明快に関示
し得た点が評価できる.
以1-.、本論文は混迷の様相を呈する現在の学校教育を、まず子どもの精神発達に照らしその擁護・評価
すべき点を理論的に解明し論述した点と、その上で学校における学習が抱える今日的な矛盾を克服し、変
革していく方向を理論的かっ具体的に示唆した点において独創的であると高く評価できる。よって本研究
は博士(学術)の学位を授与されるに値するものと判定した。
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